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ご 注 意

本製品と旧品「南海アートフロアリブル」は柄が同じ場合でも意匠が異なるため並べて施工することはできません。ご注意ください。

ご使用になる前に必ずこの「施工説明書」をご一読いただきますよう、お願いいたします。間違った施工を行ないますと製品の
品質劣化や損傷につながる可能性があります。本書に従わず施工を行なった場合については、当社での保証はしかねますので
ご注意ください。

施工上のご注意
品質には万全を期して
いますが、開梱後には
必ず入数・破損・傷・し
みなど不良箇所の有
無を確認してください。

本製品は土足では使
用できません。店舗など
土足で上がる場所には
使用しないでください。

床下の湿気により突き
上げが起こるおそれが
ありますので、充分な
湿気対策を行なってく
ださい。

フロア表面に付いた
接着剤は直ちに拭き
取ってください。時間
がたって硬化すると取
れなくなります。

重量物を置く場合は、
根太間隔を狭くするな
ど、充分な補強を行な
ってください。

特定の条件下におい
て、外部の火気による
発火の可能性があり
ます。火気には充分お
気を付けください。

フロア表面に粘着テープ
（セロテープ・シールなど）
を使用しないでください。
養生時には「木質床材
専用養生テープ」をご使
用ください。

製品は室内専用です。屋
外には使用できません。ま
た室内でも、浴室や水廻
りなどの湿気にさらされた
り、直接水のかかる所に
はご使用になれません。

床下地に「たわみ」があると
床鳴りの原因となります。
注意してください。根太・下
地合板などに使用する木
材は乾燥材で通直なもの
を選んでご使用ください。ま
た、フロアに接する部分は
平滑に調整してください。

下地の準備と作成１ 割付け２

フロアの寸法カット３

（1）製品は303mmずらし張り、606mmずらし張り、909mmずらし張りのいずれかで割りつけてください。

フロア仕上がりを決めた後、壁際に使用するフロアを割付けに応じてカットしてください。

（2）割付けに従って墨出しを行なってください。

■303mmずらし ■606mmずらし ●ビートメイプル

●ワイルドグレイン 

●トルネイドメイプル
●アドバンスチェリー
●ファーストウォール

●ブランシュ
●サハラ
●シアル 

■909mmずらし

①フロアの接続箇所は下地の接続箇所から100mm以上離れるように割
付けてください。

②フロアの長辺方向と根太が直交になるように注意し、割付けしてください。
③フロア短辺部の継ぎ目は根太上にくるようにしてください。
④周囲の壁際で板幅が小さくなりすぎないように気をつけてください。
⑤施工前に必ず仮並べをし、色柄のバランスを確認の上、施工してください。

きれいなレンガ張りにするために「ワイルドグレイン」「トルネイドメイプル」「アドバンスチェリー」「ファーストウォール」は
606mmずらし張りで張ることをお勧めします。

下地の調整と清掃

このフロアは合板捨て張り専用です。必ず捨て張り上に施工してください。
（1）大引きは90mm角以上、根太は45mm角以上の乾

燥材をお使い頂き、プレーナーをかけ平滑に仕上
げてください。

（2）大引き間隔は909mm（3尺）、根太の間隔は
303mm（1尺）としてください。

捨て張り材には必ず
12mm以上の合板また
は15mm以上のパーティ
クルボードを使用してく
ださい。

下地材の縦継ぎは必ず根太の上で
行なってください。突付けにせず、す
き間を2～3mmあけてください。

下地材が丈夫であるか確認
をしてください。異常なたわ
みなどが有る場合、床鳴り
の原因となります。

下地材の含水率を確認してください。パーティク
ルボードを使用する場合は、必ず調湿されたも
のをご使用ください。
（木材水分計で10～12％が最適値です）
合板は乾燥したものを使用してください。（含水
率13％以下）

含水率13％以下

下地施工は下記の条件に従って行なってください。

踏み鳴り、浮き上がりを
防ぐために捨て張り合
板と根太に酢ビ系接着
剤を塗布し、スクリュー
釘で固定してください。

※普通釘は、保持力が
弱いため、必ずスクリュ
ー釘をご使用ください。

❶下地の突起を取り除いた後、
釘やビスの頭を打ち沈める。
部分的な段差や突起、くぼみ
は取り除いてください。

❷段差を削り平滑にする。

❸不陸を調整する。
不陸がないよう、下地のつな
ぎ目などの段差は0.5mm
以内になるように調整してください。

❹砂や埃を取り除く。
電気掃除機のご使用をおす
すめします。
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施工ポイント

きれいに張り上げるポイントは、下地の調整と清
掃です。張り上がってから、下地を直すことはでき
ません。

アートフロア　リブル

ご注意

ご注意

ご注意

本社　〒760-0067　香川県高松市松福町1-15-10
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303mmピッチで
巾木に隠れる位置

フロアネイル

釘頭発生防止のため、
打ち込みの角度は
５０～６０度が適当です。

接着剤塗布部分

フロアネイル
フロアネイル
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コーキング剤

下地合板

根太
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合板（養生用）

木質床材用養生テープ
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303mmピッチで
巾木に隠れる位置

303mm
ピッチ

1列目墨出し位置

接着剤塗布部分

オスサネ

オスサネ

メスサネ

メスサネ

壁際部のネイル打ち位置

ネイル打ち位置
303mmピッチ

５mm以内

オスサネ

オスサネ

メスサネ

メスサネ

壁際部のネイル打ち位置

ネイル打ち位置
303mmピッチ

５mm以内

ビートメイプル

ワイルドグレイン

トルネイドメイプル

アドバンスチェリー

ファーストウォール

ブランシュ

サハラ

シアル

日常特に水がかかる場所に施工する場合

巾木を取り付ける前に、シリコン系コーキング剤を上図のように注
入し、巾木とのすき間をふさいでください。コーキング剤がフロア上
面にまであふれた場合は、直ちに拭き取ってください。

（1）12mm厚のフロアの場合、フロアステープル（長さ38mm以上）またはフロ
アネイル（長さ38mm以上）と指定のウレタン系接着剤（コニシ
KU928C-X）を併用し施工を行なってください。

（2）指定のウレタン系接着剤（コニシKU928C-X）を下地に303mmピッチ（根
太部分）で製品と直交するように塗布します。必ずフロアのサイド及びエン
ドのオスサネ際までしっかり塗布してください。

（3）フロアを「1列目墨出し位置」に正確にあわせ、フロアネイルを303mm間隔
（根太上）で、壁際部分と長辺方向オスサネ付け根部分に打ち込み固定しま
す。短辺のオスサネ付け根部分にも2ヶ所打ち込み固定してください。

●フロアステープル（またはフロアネイル）の打ち込み方

①フロアステープルまたはフロアネイルの釘頭がオスサネ表面に出
ないようにしてください。フロアステープルまたはフロアネイルの釘
頭が残っているとフロア表面にふくれを生じる可能性があります。
（釘頭が残った場合はポンチを用いてオスサネへ沈めてください。）

②機械打ち機を使用する場合、フロアステープルまたはフロアネイル
の釘頭がオスサネ表面に出ないようにエアー圧調整を充分行なっ
た上で施工してください。

③フロアステープルまたはフロアネイル以外の釘を使用する場合、フ
ロア表面にふくれを生じる可能性があります。

（1）前工程と同様に接着剤を塗布し、すでに施工してある1列目フロアの
長辺方向オスサネ部分に、2列目1枚目のフロアメスサネ部分を差し
込みます。

（2）フロアを長辺方向オスサネ付け根部分より、フロアステープルまたは
フロアネイルで固定してください。以降、同工程を繰り返し施工を進
めていきます。

１列目の施工４ ２列目以降の施工５

壁との納まりは、約3mm程度
すき間を開けてください。

（1）すでに施工してあるフロアの長辺方向オスサネ部分にフロアメスサネ
部分を差し込み、壁際部分の巾木で隠れる範囲内をフロアネイルで
固定します。同工程で施工を進め、全てのフロアを施工します。

（2）壁との納まりは、巾木を上からかぶせて納めてください。

最終列の張り仕舞い６

養生７

①必ず指定のウレタン系接着剤を併用し施工を行なってください。
②継ぎ目からはみ出した接着剤は、湿った布で速やかに拭き取ってく
ださい。硬化すると取れなくなります。

③指定のウレタン系接着剤以外を使用しますと床鳴りなどの不具合が
出るおそれがあります。（酢ビ系接着剤のご使用はお避けください。）

水の
滲入を
 防ごう！

水の
滲入を
 防ごう！

広範囲の面積にブランシュ・サハラ・シアルを施工する際は目地ズレ発
生のおそれがありますので、フロアのたたき込みすぎやすき間に充分
ご注意ください。

サネを迎合させる際には、下図のように「当て木」を使い、オスサ
ネに添え、金槌で軽くたたくようにしてはめ込んでください。強くた
たき込みすぎるとサネの破損、突き上げ、段差発生のおそれがあり
ますのでご注意ください。

（1）フロア表面を掃除した後、フロア全体を養生してください。水ぬれや
傷からフロア表面を守るため、養生シートを養生テープで固定し、更に
養生シートの上から2.3mm以上の合板で充分に養生してください。

（2）養生の際は必ず「木質床材用養生テープ」をご使用ください。
（推奨品：（株）寺岡製作所 P-カットテープ 415白）

①養生テープをはがす時はゆっくりはがしてください。勢いよくは
がすとフロア表面を破損するおそれがあります。

②市販の梱包用テープは粘着力が強く、フロア表面を破損させ
たり、粘着剤が残ったりしますので使用しないでください。

①このフロアは表面に充分な耐久性・意匠性をもたせたノンワックスタイプです。ワックスを塗布されま
すと艶ムラなど美観を損なうおそれがありますのでワックスがけは不要です。

②美装の際、剥離剤は絶対に使用しないでください。
③美装時に洗剤を使用する場合は、モップなどをよく絞り目地部に洗剤が溜まらないよう注意してください。

施工後の
ご注意

日常特に水がかかる場所に施
工する場合は同梱の「コーキ
ング施工説明書 特に水濡れ
しやすい場所に」をよくお読
みの上、手順にそって施工を
行なってください。

ご注意

ご注意

ご注意

ご注意
ご注意

ご注意

ご注意


